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Virtual Patientsを活用した

クリティカルケア・シミュレーション学習

日本看護系大学協議会
看護学教育質向上委員会DX班

mm 益田 美津美

看護学教育DX化で学習効果・効率をUPしよう！

https://gamma.app/?utm_source=made-with-gamma
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Virtual Patients 

BODY INTERACT

実際の医療現場に近い状況をバーチャル

空間で経験できる学習プラットフォーム

実際の臨床現場を再現したシナリオを

通じて、理論学習と実践のギャップを

埋める優れたツールとして活用されて

いる

株式会社内田洋行＆
Take the windより使用許諾済

https://gamma.app/?utm_source=made-with-gamma
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Virtual Patients 

BODY INTERACTとは

リアルな患者
シミュレーション

バーチャル患者は
脈拍，呼吸，血圧
などの生理学的
パラメータが変化
するリアルな挙動
を再現する．

多様な症例

心臓発作，脳卒中，
感染症，慢性疾患
など，様々な疾患
や緊急対応のシナ
リオが用意されて
いる．

即時フィード
バック

シミュレーション
終了後には，行動
の正確さやタイミ
ング，優先順位
などの評価が提供
される．

https://gamma.app/?utm_source=made-with-gamma
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あらゆる医療教育環境に対応

1 臨床判断力の養成
限られた時間内での適切な治療や看護実践の判断
力を養い，プレッシャーの中での意思決定能力が
向上する．

2 チーム医療の実践
複数の医療従事者が同時に参加できるシナリオも
用意されている．コミュニケーションや役割分担
の訓練に最適である．

3 マルチプラットフォーム対応
Webブラウザやタブレットなどさまざまなデバ
イスで利用できる．リモート学習にも最適な環境
を提供する

4 グローバル教育基準に準拠
世界中の医療機関で採用されている理由は国際的
な医療教育基準に準拠しているからである

株式会社内田洋行＆
Take the windより使用許諾済

https://gamma.app/?utm_source=made-with-gamma
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Body Interactの課題

• 初期導入コストが高い
• システム操作に慣れるまで時間がかかる
• 身体診察や対人スキルの獲得は補助的である
• ネットワーク環境に依存する
• 実地経験とのバランスが重要となる

https://gamma.app/?utm_source=made-with-gamma


LMS/Virtual Patientsの活用
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Take the windより使用許諾済
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LMS：BI STUDIO

学習管理システム
BI STUDIOでは学生の学習進捗
や臨床判断能力の発達を可視化
できる．

分析機能
学生のパフォーマンスデータ
を分析し，個別化された学習
支援が可能となる．

学習成果の追跡
時系列データにより、臨床判断
能力の成長過程を客観的に評価
できる．

https://gamma.app/?utm_source=made-with-gamma
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使用シナリオの準備 ＃153

シナリオ選択

適切な学習目標に合わせたシナリを
選択する．

患者状態の確認

シミュレーション開始前に症例の詳細
を確認し，患者背景や主訴を把握して
おく．

学習目標の設定

シナリオごとに具体的な学習目標を
設定し，学生に伝えることが重要と
なる．

株式会社内田洋行＆
Take the windより使用許諾済

https://gamma.app/?utm_source=made-with-gamma
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#153 開発元への要望と回答

1 問題点の発見・要望

右口角下垂があるように見えるが，NIHSSで
は「左側の部分的麻痺」となっていた．

2 開発元への連絡

左MCA領域の虚血があるため，出現するなら
対側の右顔面麻痺ではないかと質問した．

3 開発元からの回答

「顔面麻痺は右である」とのことで，NIHSS
の情報は修正された．

NIHSS（修正後）
株式会社内田洋行＆
Take the windより使用許諾済

https://gamma.app/?utm_source=made-with-gamma
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#153 開発元への要望と回答

1 問題点の発見・要望

2 開発元への連絡

3 開発元からの回答

tPAの適応判断に必要な発症時間の情報が
不足している．

虚血性脳血管障害では時間が重要であり，
発症時間についての情報を追加してほしい
と提案

時間が重要であることは同意するため
早急に修正された．

形成的評価（追加）

株式会社内田洋行＆
Take the windより使用許諾済

https://gamma.app/?utm_source=made-with-gamma
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教科書発刊と講義での基盤
クリティカルケア看護師の思考
プロセス（臨床推論，クリティ
カルシンキング，臨床判断，
看護過程），臨床判断プロセス
の特徴を理解する．

演習での実践
シミュレーションを通じて
臨床判断スキルを磨く．
実際の状況を想定し，判断力
を養う．

実習での応用
ER同行実習では実際の臨床判断
を観察する．
対面シミュレーションで形成的
評価を行い，成長を確認する．

□講義で学んだ知識を演習で実践し、実習で臨床に活かすという一貫した学びの流れを構築する
□臨床判断モデルを軸に理論と実践をつなぐ

臨床判断モデルの教育的活用

益田美津美，明石惠子編: 経過
別成人看護学➀急性期看護：
クリティカルケア，メヂカル
フレンド社，東京，2020.

【気づき】
【解釈】
【反応】
【省察】

https://gamma.app/?utm_source=made-with-gamma


コンテクスト
背景, 関係性

推論パターン

分析的

直観的

説話的

気づき

省察

予期

初期把握

行為

行為の後の省察
臨床的な学び

解釈 反応

結果

Tanner, C.A., Thinking like a nurse: a research-based model of
clinical judgement in nursing, J Nurs Educ, 45(6), 204-211, 2006を参考に作成

Body Interactの個人学習での活用

次世代型NCREXに導入されているNCSBN臨床判断測定モデルとタナーの臨床判断モデル
を基盤に、ワークシートと解説動画を作成し、BIの個人学習に活用



preencoded.png

CONTENTS

Virtual Patients BODY INTERACT

シナリオ・実施準備，開発元との連携

LMS/Virtual Patientsの活用

まとめ

https://gamma.app/?utm_source=made-with-gamma


BIという環境の中で
患者を助ける

省察の大切さ
思考を紐解くと・・・
• 気づきが少ない 
• 推論が足りない
• 優先順位がわからない
• そのための知識がない
• 勉強法が違った

試行錯誤の末
うまくいく

褒められる
達成感・報酬

再び同じ行動を
とりたくなる

ある行動と
快感が結びつく ドーパミン放出

• 2回目は予測の重要性を
考えられた

• 3回目は薬剤使用の根拠を
考えて効果も判定できた

• 患者が助かった
• 患者が安楽になった！

強化学習

まとめ：臨床判断モデル×Virtual Patients

Body interactは新しい看護教育のオプションであり，臨床経験と合わせることで効果を高める

快感
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